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近年空気 ノヽ拶-刀器断

日立空気遮断器の保守点検について
Maintenance andInspection of Hitachi

Air Blast Circuit Breakers

細 包 嘉 信* 田
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言

使Jlはれるようになったし∴空気 断揖ほ接

触部の損傷が少なく,油を使用しないので,従来の遮断紬こくらベ

て保守がきわめて簡単である｡しかし常時 断川の高圧空気を保拍

するために,バルブ部分や,配管,圧桁機などには十分な注意を払

わなければならない｡高速度の可動部,および気蜜部は特にじんあ

いの侵入を嫌うなど

下空気

断器と異なった保守が必要である｡以

断器の構造,

について述べる｡

300kV空

す｡

気

空気系統などについて説明し,その保守点枚

空気遮断器の構造および動作原理

断器の外観を弟】図に,動作説明図を弟2図に示

断郊は水平配置で,送気がい管上に取付けられ,その基部に主

弁がある｡ 断部と直列に気中断路部があり,タンク中央部の操作

機構により開閉される｡空気タンク側面に されてい

る｡操作キユーピクルにほ手動操作用弁,圧力開閉器,圧力計,ス

トップ弁,避止弁が内蔵されている｡まず閉路に際して,閉路川電

磁弁が励磁されると中間弁が動作し,ついで主弁が開き,空気潤しロ

の高圧空気が送気がい管を経て 断室に導入されると,接触子バネ

に抗して可動接触子が動きノズルが開く｡このとき,両接触手間に

発生したアークは,気流によりノズル中に吹込まれ,急速に冷却され

て消孤する｡消弧が完了して外部の断路部が開き,所要の絶縁距離

をとる｡ついで電磁弁を閉じ送気を絶って 断動作を完了する｡閉

路に際しては閉路用電磁弁が励磁されると,圧縮空気ほ閉路用断路

部操作シリンダに導入され,操作がい管を匝I転して断路器で投入す

る｡開閉動作は高速度で行われるため,緩衝装置としてオイルダッ

シュポットが使用されている｡

3.据付時の組立調整

断舘はタンク部分,送気がい管部分,操作がい管部分, 断室部

分,断路部ブレード部分,オイルダッシュポット部分に分割して発送

される｡まずタンク部分をすえ付け基礎ボルト埋込みを完了したの

ち,送気がい管 断室の順序に積み重ねる｡空気通路部分の告板を

耽り去るとき,中に砂などが入らないよう注意する必要がある｡断

路部の組立は断路部ブレードを操作がい管に御車ナたのち,中火操

作軸の上にボルト締する｡断路部の接触状態ほ,ブレードが

子のはぼ中央に

走接触

込まれているかどうかを点検する｡本体付属の配

管類は増締めを行い,現地で行う配管は内部を十分掃除したのち接
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紀する｡組立調整が終れば,手動操作で斬路郊を操作し奥常のないこ

とを確認したのち,タンクに空気を入れ,タンク圧力が5kg/cm2に

なれば入l-1弁を閉じ各タンクの排水弁を開き水分を除去する｡つい

で配管接続部分の空気もれのないことを確認したのち,手動空気拙

作で開聞操作を行い,鼓小動作圧力を測定し,工場試験結果と和違尤

いことを確認する｡この時は電磁弁の低圧鉄錠を解いて行う｡ついで

11kg/cm2近辺までタンク圧力を高めて電磁弁の低圧鎖錠の整定を

確認し,さらに気圧を高めて圧力開閉裾の 定値に変化ないことを

点険する｡定熔接作圧力まで高めたのち,COおよび0動作を行い
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空気消費量を測定し組立調整を完了するり 調整を完了した 断器

ほ,運転開始までタンク内盲･こ圧縮空気を充てんしてェアリングを行

い,長時間タンク内気正を,大気拝のまま放閏することのないよう

留意する必要がある｡.

ム1

4.各部の特別点検要領

断 室

標準形第3図において頭部ケース締付ナットをとれば可動接触■｣∴

部分を取はずすことができる｡間違接触子および可動接触丁の損耗

の程度を点検L,消耗が2mmに達すれば予備■昇lと交換する｡これ

は定格 断電流を約20回遮断した場合に相当する

4.2 断 路 部

断路一郎接触子は外部から容易に点検できる｡接触J'附こ損傷があ木

ば細F】のやすりで手直し,損傷が大きい場合は予備闇と変撤する

点検 にほヒタゾルを接触面に塗イl了し運動のドJ附を計ること

4.3 主弁,中間弁

点検箇所は介パッキングの損傷のイJ■無と∴--J動一弘 すなわち操作

ピストンとシリンダのしゆう動而と,ダッシュポットのシリンダ面

耗の程度を調べる｡,必要に応じて/ミッキングの改称えを行う

ん4 電 磁 弁

電磁弁にほ硬質のパッキングを使用し,損傷の低減を計ってい

る｡このためじんあいを極度に嫌うので取扱いにほ十分往志する必

要がある.∧.電磁弁ほみだりに分解せず,不具合を生じた時は,組立

品十式を予備品と取替えることを原則とする｡

ん5 エアリング弁

送気がい管中の除湿の目的で,常時少量の乾燥空気をもらしてい

る｡通気量が1偶につき150cc/min以下になった場合ほ,予備品

日立空気
について

第1表 巡 視 点

断器の保守点検
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点 検 項 目

い

■1∵ ズし

圧 力 1汁

問 閉 位 置

制削ニ1.1エーピクル

､

ノ､操†′ド時

作†特

点検箇所および要点

じんあい付着の有無,塩分什茄,冠一室状況.こコロナ音発生の有無など

配管接続部,空気くタンク抜手邦分,弁群

指ホ

仁り･灯の表元こ,晰路別の状態

内部の漫気1じんあい付帯の状況

断路部の動作の円滑

空気l肘上｣.2｢,断路部動作

廿ソ㍍十の指ホ,漏光量(比締機の〕劉転回敏一

第2表 通 枚 丁 人

点 検 手 入 箇 所

J･J･ 作 ili=-

1､･注油

2- 締付部分

3･補助開聞翫

4 グソノユ.ポット

第3表 細 密 検 手 入

点 検 手 入 箇 所 J ⊇左準年数

と収替える｡通気量の測定ほ水との置換法により,単位時間に通る

空気の量を渕還する(整定値ほ750cc/min)｡

4.d オイルダッシュポット

第4図にその構造を示す.〕油の蓑および変質の有無を点検し,必

要に止こじ油の交換を行う.-･変賢した仙を使用すると拙作特性が変る

た堪)保守に当ってほ十分注意しなければならない｡絶縁油に粕に泡

防止,酸化防止剤などを添加したものを使用するとよい｡仙屋の点

検にほ注油孔のプラグを放り油両が規定の位置まで入っていること

を調べ不足しておれば追加する｡調整プラグはみだりに変更しない

こと._

4.7 配 管

遮断器膏の配管ほ,接絞部が十分締付けられているかを点検し,要

すれば増締めを行うこ漏気の有無ほ,入日弁を閉じ 断器1台につ

間当りの漏気量を比力計の圧力の降下より測定し,その値が

0.3kg/cm2をこえなければよい(ェアリソグ量を含む)｡

4.8 断路部操作軸

操作軸受部分にほ,リチエームグリースを使用しており,点検時

にほグリースカップからグリースを圧入する｡この時,リチエーム

グリース以外のものを使用すれば変質して著しく硬化し,正規の運

動をしないことがあるゆえ注意すること｡操作シリンダ内面にはヒ

メゾルを軽く塗布し,動作の円滑を計る｡
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日立評論 第42巻 第3号 圏

屋内用4台山下

月β』

注 ※は圧紆機の一群を示すものでその鋳潰および台数の決定ほ第5表によります

第5図 空 系 の 標 準

4.9 空気 タ ンク

排気弁を開き水分がたまっていないことを確める｡またノ､ンドホ

ールを開き,内部に砂ほこりなどの沈積のないことを確める｡その

ほかボルト類の締付が正常であるか点検し要すれば増締めを行う.｡

5.点検間隔と点検箇所

遮断器の使用ひん度, 断電力の大小により点検間隔ほ異なるが,

一般に舞1～3表の要領に基き巡視点検,普通点検および細密点検

を行う｡ 断器タンク部分より上部を点検する場合ほ安全のため必

ずタンク中の空気を放出してから作

空

空気系の設計に当ってほ空気

に必要な容量を基準とする｡

の→部のみが

気

にかかることが肝要である｡

系 統

断器全台数が標準動作責務を行う

しカし い場合は, ノr

ほかCO2凹行うに必要な空気

系とするほうが経済的で実用上差つかえない場合が多い｡次に日立

標準値について説明する｡

る.1空気系の構成について

空気系の標準実施例を弟5図に示す｡

る･2
一次タンクおよび圧縮楔の容量

(1)→次タンクの容量

断器台数(粥)COl回時空気消費量(す)により下式により算

出する｡

Vl=

少1-♪2

れ:一次タンク容量

♪1:一次側圧力(25kg/cm2)

♪2:二次側圧力(15kg/cIn2)

第4表 圧縮機出力と有効吐出容量

有 効 吐 山 容 畳 (m8/miIユニ)

50･~､

力 ･:~kl＼･71

第5表 遮断器台数と圧縮機出力

石′‡6表 遮断器の定格と配管長,滅旺弁容量との関係

定格電圧･kV二･庶出升般大流量･配管径(l鳩)(王m)
(′m8/min､)

最大配管長(てm)

250

84

168

3〕0

3.5

7.5

12

(2)圧縮機の拝量

圧縮機の容量初充気時間240分以下,補充気時間10分以下,全

遮断器COl同後の補充気時間60分以下として下式により算出す

/コ∵

Q二>

or(ヨニ>

Or(∋三≧

ユ1V‡×25+ユ†lち×15
240

ごVlX2

1(｢

ユ'q～gV2×3

60 60

Q:圧縮機有効吐出容量(m3/min)

11:一次側タンク容量(m3)

V2: 断器タンク容量(m3)

圧縮機の用力と有効吐出容量の関係を弟4表に示す｡

推 奨 値

空気系統の容量を決定するに当り,

基準とすればよい｡

る.3 配管系の選定

断器動作後一次タンクの補充気時間ほ

断器台数により弟5表を

断器の標準動作責務お

よびタンク容量により1分間または3分間とする｡したがって配管

系の流量は次式により算出できる｡

0♪=∑

〃
二
r

0♪:配管内の流量 T:補充気時間

¢:空気消量
ヽ

目 通形

再投入形

r=3分

r=1分

上記流量より第d表から配管径を決定することができる｡

7.空気系統用部品の構造とその保守について

空気系統に使用される部品にほ安全弁,減圧弁,圧力開閉器,圧

力計,逆止弁,停止弁,ストレーナなどがある｡その構造および保

守について説明する｡
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第7図 安 全 弁
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7.】圧 力 計

空気系統用部品の校正に当っては,まず圧力計の指示が正確であ

ることを確認する｡これをこほ大気圧において指示が 目盛に帰るか

どうかを調べ,零目盛になっておれば大きい誤差ほないものと考え

て つかえない｡狂っている場合には指針を零目盛に合わせてほか

･の機器の調整を行う｡
7.2 減 圧 弁(第る図)

減圧弁の動作

低圧側の圧力が規定値よりも降下すると,膜板および弁体ほバネ

･により抑L下げられるので,弁ほ開口し圧縮空気ほ低圧側に流入す

-る｡低圧側の圧力が規定値になると弁ほ閉じる｡
(1)動作圧力の調整

ロックナットをゆるめ調整ネジを右(左)回転させると調整圧力は

｣二(下)る｡

日立空気
について

断器の保守点検

動作圧力調整ネソ
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第9周 道 止 弁
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第101瑚 スト ッ プバル ブ

膜板および弁体ほ下記要衝により点検する｡もし疲労がはなはだ

しい時は予備品と交換する｡

(3)膜板の解体順序

高圧例のストップバルブを閉め低圧側のストップバルブを開放し

て減圧弁内の圧縮空気を排気し,ロックナットをゆるめ,

を左回転させて,ノミネの圧縮を解き解体する｡

壁;ネジ

ボールトを抜き取りバネケースおよびバネを取はずす｡

ナットを取外すと挟板の点検および坂替えほ容易にできる｡

(4)弁体の解体順序

上述の順序で膜板を坂ほずし,栓を反時計方向に回転させて抜き



404

第42巻 第3号 ⊂約｢∈:当鞋莞正i■苗■■｢■′｢ 口

取る｡険板おさえを中心よりずらして,上方に持ち上げると弁体を

坂出すことができる｡組立は上述の順序と道に,空気もれのないよ

うに入念に組立る｡

7･3 安 全 弁(第7図)

圧力を調整する場合ほ止めピンを抜き取り,点検用 りおよJご

キャップをはずして調整ネジを右(左)回しすれは 動作昆力ほ上

(下)る｡

7.4 圧力開閉器(弟8図)

動作圧力調整ネジを右(左)回して動作圧力を上(卜)げる._ こか以

外の部分ほ調整に熟練を要するから分解しないで一用旨品と交換す

る｡

7.5 逆 止 弁

構造の概要を弟9図に示すこ

7.る ストップパルプ

構造の大要を舞10図上こ示す｡弁休ほ全閉および全開位置でほパ

ッキングにおさえられるので,渥気することはないが,半開位置で

ほスタヒソグボックスより微少の空気もれがある⊂ あまり強く締付

けるとパッキングを損じる.っ したがって正しく全閉あるいほ全開位

置に保って使用すること｡

8.圧縮校の保守につし､て

十分なる保守点検を行い,最良の条件のもとで機械の運転を行う

ことほ,機械の

要なことである｡

項について

また事故発生を防止する上からも重

ここには圧縮機の 転上とくに必要な二,三の事

が,圧縮機の構造,各部の機能など詳細に関して

は取扱説明書により十分理解されたいし.

8.1圧縮機構造の概要

圧鮪機および電動戟中間,後部冷却器,水技装置,無負荷起動装

置などを共通台上に取付けてある｡圧縮機ほ高圧気筒を中央に低圧

気筒をその両側に2個配置した2段旺輪形で電動械で 転されるこ

エアーフィルタを通して大気を低圧気筒に吸入し,約5kg/cm2に

圧縮して高圧気筒に送り,さらに25kg/cm2に圧縮して主空気溜に

貯蔵するもので,低旺気筒と高圧気筒および高圧気筒と主空気溜の

間には,中間および後部冷却器があり,圧縮された空気はここで冷

却フアンにより強制的に冷却され,十分除水されるこ.この高圧空気

は避止弁を通って主空気溜に送られる｡起動時の払荷を軽減するた

め,電動機が停止すれほ圧縮機シリンダ内の高比空気を大気中に放

出する無負荷起動装閏が烏る､ノ これは電磁式になっており,電動機

が停止すれば弁を開いて高圧シリンダ内の高止費気を人気中に放目

するものである｡

8.2 運 転

試運転に当っては潤滑i‥1是を点検したのち,1～2山手回して=

滑な回転を確認したあと,無負荷運転を行う｡この 圧縮機 魔｢lリの

方向が正しいかどうかを確認する｡巨再転方向が逆の場合は,冷却フ

アンの効果が著しく滅ずるから注意を要する｡以上を推認したのち

運転に入り,主空気溜の気圧上井速度から圧縮機の有効吐～1_‡容量が

正常であるかを確める.｡有効吐出袴量は,圧縮機の行程容量に効率

を乗じたもので,この 効率ほ約60%(最高運転気圧において)程

度である｡運転時の排水量は,その時の湿度,温度および 転時間に

より異なるが,梅雨時にほ相当異になるゆえ留意すること｡寒冷地

における運転で柁lこ注意しなければならないことほ,クランク妄の

油温(50C以上に保つことが望ましい),および排水弁の凍結である｡

このため過当な保温装置を必要とすることがある二

8･3 保守および点検

で態

､
､

.サ｢
の良∴K

ために,下記の瓜風 解備,手人を行う.〕

ラグ

■ト

古
圧

安

毎
日
の
整
備

r
毎
週
の
整
備

毎
月
の
整
備

半
年
の
■
整
備

妹

1
1

鵬

ク室内油量

レ
ー ン′

享耶
Ii

力

油ゲージによってilbj~丘を確認する.=

水抜弁より1凹以上ドレ←ンを柚化する.〕

異状音哲がないか注意する｡

圧力計が正規に指示しているか確める｡

弁:点酎日毎りを引き手動にてその作動が確実なることフき_′確認す

iる｡.

外気温度の低下の場合はバルブが氷結する恐れがあるから.

なるべく回数を多くし,作動を確実にする.･.1

フアン用ベアリング

各部ニ】三/し卜,ナット

ロ
ー フ

ダリ【スの鮪給を行う｡

ペアリング,シリンダ,シリンダカノこ【などの紺fl守′L卜お

よぴナノトにゆるみのないことを確認する､つ

張りが手で押してロープの厚みの2倍以上たるむときほ,圧

縮機川Ⅴベルトば｣~に動機を,冷却川フアン用べ′し卜はフ7ン

用ベアリングをスライドして緊張させる｡

ク 室 油

空気介にほ特に炭嘉が蓄潰しやすいため,シリンダカー∴

り取i)出して分解,抑除を行う｡

バルブ板など摩耗の著しいときは交換する｡

古池凍排出弁から排出し,呼吸栓から新Lい油をノ､れる｡

140番タービン油を位相のこと｡

分 解

シリ ン ダ各 部

ハ･ノキン,クラソク室

メ タ ノL 部 分

空気

分解‥広陵を行う｡

シリンダl人】に蓄積した炭素の掃除を行う｡

各部パッキンの交換を行う｡

クランク室内の掃除を行う｡､

つなぎ棒大メタルとクランクビンおよび小メタルとビフニトン

ビソの間隙を測定し,~F記の許容間隙をこえるときは調整.

変換をおこなう｡

9.結 言

断器および付属圧縮空気発生装置の保守点検について述べ

たが,構造の概要が理解されて,誤りなく取扱いできれば

る｡

いであ




